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活
定動

4月

神戸市看護大学入学式
日にち：6日（水）

場所：神戸市看護大学ホール

第4回COC運営会議
日にち：22日（金）

場所：須磨区

5月
「基礎看護学技術演習Ⅲ」
日にち：10，12，17，19日
場所：菅の台および竜が台

地域福祉センター
「健康学習論」

日にち：12日(木) 9：00 〜 10：00
場所：名谷駅2階事業室
「健康学習論」

日にち：30日（月）9：30 〜11：00
場所：名谷駅2階事業室

6月

「基礎看護学技術演習Ⅲ」
日にち：２，７，９，14日

場所：菅の台および竜が台
地域福祉センター

　

コラボ教育の実施

　2014年度から須磨区北部において、
地域住民の方が学生の教育にご協力
いただく、「コラボ教育」を実施して
きました。この2年間でのべ645人の
住民の方に、ご参加いただきました。
このコラボ教育を通して、まさに本
学COC事業の課題である「地域住民
と共に学ぶ」体制が整い、地域の健
康づくりにつながっています。2016
年度のコラボ教育も、早速5月から開
始します。看護学生による健康イン
タビュー、健康測定へご協力いただ
ける住民の皆様を募集していますの
で、この機会にご参加くださいます
よう、よろしくお願い申し上げます。

お知らせ ＣＯＣ編集部門のつぶやき

　先頃、日本ポップス界一番の人気グループ、スマップの独
立解散がマスコミを賑わせていた。このグループの大ヒット
曲に『世界に一つだけの花』（槇原敬之作詞作曲）がある。「ナ
ンバーワンにならなくていい　もともと特別なオンリーワン」
「一人一人みなちがう種をもつ　その花を咲かせることだけ
に一生懸命になればいい」という歌詞が人の気持ちを惹きつ
け、明るく穏やかなメロディとあいまって既にスタンダード
となっている。ふと怖くなる時がある。「人は皆それぞれ異な
る気質をもっていて、それぞれにそれを大切に生きていけば
よいのだ」という至極あたり前のことを、「みんなで」心に刻み、
「みんなで」確かめ合わなくてはいけないのだという同調圧力
に知らないうちに絡め取られてしまうような気がする。この
ような歌詞の曲が流行る割には、異質な存在をみとめようと
しない、不揃いに理由があるのではないかと考えることをし
ない日本社会を私も構成している。でも、よく歌詞をみれば、
決してお互いを大切にしようとは歌っていないことに気がつ
いた。それは言葉に出すまでもない、言わずもがなだよ、と「み
んなで」思えばいいのだろうか。� （編集部門SF）
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COC事業ニュースレター

COC事業の更なる充実に向けて
〜COC＋への参加〜

神戸市看護大学　地域連携教育・研究センター運営委員長　石原逸子

平成25年度後期から着手したCOC
事業も、27年度末で3年目が終了す
る。本年度は、COC事業を学会の
シンポジウムで紹介する機会をいた
だき、本学COC事業を広報すること
ができた。たとえば、日本看護学教
育学会第25回学術集会（平成27年
8月）では、地域住民による教育ボ
ランティアについて紹介し、本学の
地域貢献の実績がCOC事業の中で
生かされている状況を報告した。さ
らに、第35回日本看護科学学会学
術集会（平成27年12月）では、「地
域包括ケア時代における看護学教
育の新たな取り組み」として、COC
事業の2年間の取り組みを紹介し
た。これらを通じて地域の中で学生
たちを学ばせる意義と必要性につい
て、学会参加者たちと意見交換でき、
地域住民と共に創り学ぶコラボ教育
についてPRすることができた。平成
28年2月には外部委員による中間評
価があり、「訪問看護人材の教育の

　今号の内容
　いちかん…神戸市看護大学の略称「市看」
　　　　　「（い）っしょに （ち）いきづくりについて （かん）がえる」をコンセプトにしています。

P1	 ・COC事業の

更なる充実に向けて 

	 ・COCコラボ教育ピックアップ

P2 ～ 3	  COCフォーラム

	 ・地域の顔　

	 （須磨区竜が台地区

　　川部忠夫さん）

	 ・地域つくり・健康つくり

　	 （みなと銀行地域戦略部

森田成敏さん）

	 ・コラボ教育での学び

	 （学生座談会の報告）

	 ・COC研究ひろば第６回

（地域・在宅看護学 波田弥生）

P4	 活動予定

 COCコラボ教育ピックアップ　〜 2016年冬「健康生活支援学実習」〜

　健康生活支援学実習は、２年生が住民の生活の場に出向き、インタビューや地区探索を通して人と関わることや
支援のあり方を考える実習です。本実習は一昨年まで本学の拠点である神戸市西区で実施していましたが、昨年度
よりCOC事業の対象地区である須磨区でも展開し、今年度は10名の学生が実習しています。学生は実習を通して相
手に関心をもって関わる力を養い、生活する人の視点に立って地区の環境や社会資源について考察します。2年生
の前期には基礎看護技術演習Ⅲでヘルスインタビューを実施しましたが、本実習では、自分の足で歩いて地区を知
ることで、地域での暮らす人の健康や支援のあり方を考え、3年生の科目実習に向けて継続看護の視点を養ってい
きます。（写真は地区のグランドゴルフに参加したときのものです）
� （神戸市看護大学　地域連携教育･研究センター助教　石井久仁子）

強化」「地域ケアシステムの構築」「地
域住民のネットワーク構築」につい
ては、おおむね順調に進んでいると
のコメントを頂いた。さらに、COC
授業を担当する教員もしない教員も
COC事業を通じて協力することが、
地域住民との連携を推進していく力
になるとの指摘もいただいた。COC
事業の4つの課題に大学として取り
組むことが、社会の中で大学の存
在を意識することにつながり、この
点が重要であるとのコメントもいただ
き、その重要性を再認識させられた。
来年度からは、COC事業を継続し
ながらCOC＋も本格的に始まる。神
戸大学保健学部理学療法学科の学
生たちと本学学生たちとが受講でき
る共通カリキュラムの開発や住民の
生活動作や運動機能の増進に貢献
する活動を行う予定である。学生た
ちが相互に協力し合う取り組みを通
じて多職種間連携を学ぶことに期待
したい。

予

地域連携教育・研究センター




